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ｌ・錘緻ａｌＯＩ犀鵬羞・剱１１廊ｌ挺鵬噛肥参加いで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務局長

　

橋本

　

巌

　

５月２２日（日）午前9 ; 30か｡ら札幌市の遮庁別館にお｡いて道腎協の第｡1J回定期

総会及び記念講演が開催されました。

　

私も役員として参加しましたので、その様子をお知らせしたいと思います。

　

総会は開会の挨拶に続いて。この１年間に亡くなられた方々に対して１分間の黙祷を

捧げました。その後、岩崎薫道腎協会畏の挨拶があり、今日の情勢について話されまし

た。ついで、来賓の大橋道議会議員。平野哲夫先生の祝辞をいただきました。その後、

早速畿事に入りましたが、私は前日の運営委員会で畿長に選ばれておりましたので壇上

に上って議事を進めることになりました。まず最初は、昭和６２年度の活動報告を中村

事務局長が行いました。その中では特に道内の腎バンク登録者数が9 395人で１万人

に満たないこと、患者総数が3800人を越えたこと。会員数が19 75人になったこ

となどが報告されました。その後、会計報告･:監査報告が承認され、新年度活動方針を

岩崎会長が提案しました。その中では、①腎バンク登録拡大。②骨障害に関するシンポ

ジュームの開催。③国会請願署名募金の継続。④街頭キャンペーンの実施、⑤腎疾患総

合対策の推進などなどを中心に据えた内容が提案され承認されました。さらに、大会ス

ローガンが力強く宣言されました。

　

その後、新年度役員の選出にうつりました。会長以下は別表どおり提案・承認されま

した。総会宣言も採択され、こうして議事が終了し議長をつとめた私も解任され、ホッ

と一息をつきました。

　

午後から行われた太田和夫東京女子医科大学教授の記念諺演では移植の過去・現在・

未来について講演されました。その中で特に印象に残ったのは「脳死」の問題でした。

　

脳死というのは大脳、小脳、延髄のいずれもが死んでしまった状態をいうのだそうで

す。従って、呼吸をさせる働きのある脳が死んだら人口呼吸器をつけないと心臓も止ま

ってしまいます。ですから｡｡「脳死」とは人の死と言えるのだということでした。

　

日本で昨年実施された腎移植の７０パーセント以上は生体腎であり、死体腎は９例に

すぎないそうです。また実際に提供者が死んで、腎臓を提供したくても連絡がつかない

ために､･腎臓がムダにな・てしまうことも少なくないという･ことです。死体腎の番合は

死後６０分以内に腎臓を取り出して冷やさないと使えなくなるので時間との闘いだそう

です。せっかく提供された腎臓がムダにならないように厚生省ではオンラインシステム

を導入しようとしているそうです。

　

太田先生の諺演を聴いて。腎臓移植を受けたくなった人もかなりいたのではないかと

思います。

　　　　　　　　　　　　

（以上報告を終わります）
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腎臓蓼舗＆.しで

　　　　　　

林田クリニック

　　

今井

　

伸子

　

夜間透析をしながら社会復帰をして、元のＯＬ生活に戻り約３年。最後の１年は忙し

さのせいか、月・水・金は５時になると隠れるように抜け出して

　

病院に走り、人工透

析をして、家に帰って寝て。次の日は残業‥‥‥‥‥‥

　

そんな生活に疲れとストレスがたまっていた頃、移植の話が進んできて７年間働いて

きた会社を人生の一区切りにと退職しました。

　

前々から父は

　

いつでも腎臓をあげるつもりだと心に決めていたのはわかっていまし

たが、釧路での実例も少なく、去年の６月３０日に札幌市立病院に入院したときは希望

と不安の入り交じった複雑な気持でした。暑さに慣れないせいか。食事が喉を通らず、

透析中も具合が悪くなったりしましたが、１ヶ月前に移植した工藤さんや、病院の皆な

に励まされて７月１６日の手術の日がきました。

　

手術は、四年間の透析で無尿だったせいでポウコウが萎縮して尿管もねじれていたら

しく

　

午後１時から１０時頃までかかったそうです。麻酔から醒めた最初の頃は床ずれ

になったように体中が痛くて。無菌室でついていてくれた看護婦さんに体の位ilを変え

てもらっていました。その次には、ポウコウが異常に震えるのがわかり。移植した腎臓

が爆発するんじやないかと真剣に悩みました。睡眠薬をいくら飲んでも

　

何日も眠れず

に、半分ノイローゼになり、神経科の先生にみてもらったりしました。ついには、母が

マスクをしたまま無菌室に泊まったりして。先生や家族に心配のかけどうしでした。

　

申し訳ないけれど、腎臓を提供してくれた父のことはすっかり忘れていました。でも

一度。軽い拒絶反応がきたのと、輸血と薬の副作用の為に一時的に肝膿機能が上った以

外は、経過はいたって順調でした。やっと無菌室からでて、初めてトイレに入った時は

四年ぶりのせいか、ただ、ただ「出だのかなあ」と変な感じでした。でも、感動する暇

もなく、その日は２０分おきに５０回位もトイレに通い、新記録だといわれてしまいま

した。それから何日かたって外出してもいいということになり、大通り公園を散歩しま

した。１ヶ月前に同じ道を歩いた時は、父につかまりながらやっとのことで歩いていた

のが、うそのように元気で気持が悪くなるほど汗が出て。足は宙に浮いたようでした。

　

調子がいいので、そのまま地下街に入り、ワンピースまで買って帰り

　

看護婦さんに

笑われてしまいました。

　

移植した人は皆。最初に食物がおい｡しくなったと本にかいてあった通り。最初に食べ

たオカユの味が忘れられません。母が移植したら一番先にと、高価なメロンを買ってシ
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!la

れましたが、どういう訳か一口も食べたくなく

　

せっかくだからと無理して少しだけ食

べたのを思いだします。不思議なことに、あれだけ飲みたかった炭酸飲料や果物は全然

ほしくなく、今でも炊むのは牛乳とウーロン茶。

　

体･唄が増えすぎたのとプ!ノドニンの副作川で威がばれてしまった以外は透析前に戻っ

たトうてす。’ごも。沢１にのIJC夜更かしをすると耳鳴りがしたり、だろくなったりす

乙し、熊呉しＣついて入院をした人も。実際にいると!川いたので、r健康になった､jヒ

よしベノドブ絃回巾と回しｋうに自己管理をしていく､ことが大切だと､氾いました。
り

″ゝ、

- ’

１
１

－

Ｔ
ｊ
ｌ

し二と

　

ぶ,;しいことちりリJま1.だが，友達が体恥できないことや，亡

≒り;にした，ヘットがｊＧしかＡヅとき，１小.り叉:いりに∩［り朗

’いひの.≒まてレと.yさし･りと,･丿し･乱．そ皆胎は兎,のようにも見えｰ゛し八

とでえ･りしいいillの1,1長さん｡そして。その時必ず|‘|分のごはんをと7,て

てく1にﾆﾍﾞ･｡は亡き小男かさん。いJr. ..トしてくれた酒拝さん．ｊ

．．う

　　

．ニj

　

いつも明ろい'^i.JiのÅた５、吟利･ＪＣからこ･Ｊそり資.･:た言oco

ニペし｀

　

ｊと;ロ‥いこ.よりｙTいてくれた対馬さん．八で／けﾆりをしても司って司いて

ヽ几､･詣､ト倒．一こふ.に、削口先生やスタッフの人だ'ｙ移柚してくれた平野先生‥‥‥‥

　

今

　

改めて

　

感謝の気持でいっぱいです．

　

おたレ.よ、透析巾も

　

きっといつか良くなる、元気になってやると思っていました．

　

人工透析も移植も

　

この１０年で

　

めざましく進歩しているのだから

　

此れから１年

また１年

　

もっともっと良くなることを期待します．私も

　

これからもズーつと腎友会

の一員でいたいと思っています．
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横浜ブーラブラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

００００男

　

３月2on (日）に釧路空港からＤＣ９ジェット機に乗って羽円空港に向かった。

　

約一時倒ほどで羽田に着いた。そこから路線バスに黛り横浜駅へ。途中。巾央高速逆

｡片を走ろバスの窓から見える景色は何もかもがくすんだ色に見えた､／Jt物。琉路。空気

みんな灰色に覆われた感じがした。

　

俤浜駅からパスを反り換え、丿的地へ。停まるバスμの名前は歴少を感じ亡サるもrし

ぶ侈くみられた｡横浜スタジアムも近くに見えたが、残念ながらゲームけ卜々ｵ丿万い

なかった。

　

３月２川jげＤは横浜巾央クリニックという所で人工透析をうけた。榊浜駅東口声

りり遠心ビル５附にある病院で、窓の‾J゛を京浜東北線などが行き交っていた。婦長さん

をはじめ、看護婦さんたちは皆親切で美人？知らない病院で緊蛾したせいか、血圧が下

がり苦しい思いをした。それでもなんとか透析が;終り、歩いて街へと向かった。山Ｆ公

泗の近くまで来たところ、有名な横浜中華街が目に入った。釧路でいえば北大通りくら

いのところ両側に隙間なく店が並んでいる。料理店、まんじゅう屋、チャーシュー専門

店、ザーサイ専門店、お土産崖など、全てが中華。中華‥‥‥‥更に、それを見て歩い

ている人の多いこと。私は口を開けてポカーンと見ているだけでした。それでも、我に

帰った時、空腹なのでその辺の料理店に入り

　

何かを食べることにした。しかし、田舎

者は辛いもの。メニューを見ても何を頼んでいいのかサッパリわからず、結局チャーシ

ュー麺とギョウザを頼んでしまいました。出てきたチャーシューメンといえばソーメン

みたいな細い麺で。ギョウザなどは1110センチもあるような大きいやつ。見ただけ

で腹一杯になってしまった。それでも勿体無いので何とか食べて店を出たのでした。

　

そのまま、今度は港が見えるが丘公園にむかった。石段がかなり長く続く道を、疲れ

ながら、ゆっくり登っていった。頂上に着くころに雨が降り出し、ついていないことに

腹をたてながら港を見学し、宿泊している親類の象に帰った。

　　　　　　　

～

゛’゛（゛かく車゜゛多ｊヽ・だＪ
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横浜駅の近くには、ソゴウデパートがあり。その大きさたるや釧路にあるデパートの数倍

はあろうかと思うくらい。地下街をあるいていると。紙を敷いて寝ている人も見られた。

　

とにかく人が多い。こんなに人がいて酸素が足りなくならないのだろうかと、心配になっ

た。それから、街を歩いていて気がついたことは、お年寄が多いということでした。８０

を過ぎたと思われるおじいさん、おぱあさんが足取りもしっかりと歩いていました。横浜は

暖かいので家にとじこもっていられないで。外に飛び出すのかもしれません。

　

横浜では２回人工透析を受けたが。スタッフは親切で、機械なども釧路とほとんどかわっ

ていなかった。患者さんたちも明るく、果物の話やピクニックの話などを笑いながらかわし

ていました。

　

今回私は、５泊６日の日程で旅行してきましたが、やはりいくらか疲れました。それでも

無事に帰って来られたので

　

又行ってみたいと思いました。会員の皆さんも

　

どこか遠くへ

出かけてみてはいかがでしょうか。きっと、何かを発見することでしょう。私も、釧路での

生活に何か弾みがついた旅行となりました。

-・-･一一・-一一一一

昭和６３年度

　　　

釧腎会行事計画一覧

４月

５月 総会準備

６月１２日 釧路地方腎友会糸恋心・交通費支給

７月２４日 日帰り登山

８月 各病院野遊会

９月24～25日 ６地区交流会（網走）役員のみ

１０月１日～２日 釧腎会一拍旅行

１０月 総会・講演会・交通費支飴

１月 鵬地方腎友会新年会

※

　

一年間の予定を載せましたので、会員の皆さんの

　

一年間の予定を立てるときの参考にしてください．

-6-
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★暦（カレンダー）の起源（その３）

　

前回４月号では、一年を２４の季節に分類した二十四節気に一丿

ました。
紙面の都合で２ページに納めたため涜みずらかｰ、た_ことと思いこ4

て辻
．
・
Ｘ

二十四節気を更に分類して七十二候（しちじゅうにこう）と言う季節｡）分
類もある。かなりの長文となるのでまたの機会に述べる事としま一札

★

　

今日は、旧暦で使われていた「大安。仏滅」（六曜星。ろくようせい

と言う）についてお話しましょう。

　

六曜星は足利時代末頃に中国から伝来し、暦に掲載されて日の占凶を示

すものとして使われた。特に明治以降は他の暦注（説明古き）が禁1Lされ
たり衰えたりするのに代わって盛んに用いられ現在に至っている。

　

中国の小六壬法が起源であろうと言われ、時代によって表現や順序も異
なっている。現行使われているもののみ説明しましょう。

，先

万事、
勝

　

日（せんしょ
朝から昼までがよ

’
つ
く

日・略して先勝と言う）

　　　　　　

・
、自分の方から事を始めれば吉という。

　

急ぎの事や公事沙汰、訴訟に適する日とされる。

２，友

　

引

　

日（ともびき日・略して友引）

　

何事も引き分けで勝負がつかない日。朝晩は吉。葬礼を出すと、一緒に
誰かか死の世界へ引かれるという。現在に至っても、なお、友引の日には
公営の火葬場ですら休日として仕事を中止する。

３、先

　

負

　

日（せんぷ日・略して先負）

　

公事や急用を忌み自分から事を始めず控え目にし、仕かけてくるのを待
りのがよいとされる。朝から昼間では凶。昼過ぎから日暮れまでは吉。

４，仏

　

滅

　

日（ぶつめつ日・略して仏滅）

　

万事に凶とされる日。病めば長引くとする説もあり、移転、開店などを

忌み禁ずる。何事にも手を出さないのをよしとする大悪日。西洋では十三
日の金曜日を忌み嫌う。’

　

昭和５２年５月１３日は金曜日、１３日、仏滅と重なった。東京のある
結婚式場ではこの日、無料結婚式招待の企画を発表したところ、全国から
８６２組みの申し込みがあったという。ただし、応募者の中には抽選で当
たっても、親や親戚に反対されたり、婚約者から縁起が悪いといわれて辞
退した人もいたというから、まだまだこの禁怠は後を断っていないことが

うかがえる。

－7-



一
ｊ 人

　

女

　

日０‘
ｔ

あ/い’卜略して人安）

　

ｆべてのりに占で必るとされ。旅行、侈転、店聞き、婚姻心しとより、
勝負事にむ占ということで、人安にに当たるロの結婿式場は盛況を極める。
ただし、勝負事など大安は相手にとっても大安であるからどのように解し
てよいか判断に迷わされる。

　

余談ですが、第二次大戦の端緒を作った真珠湾攻撃は、昭和１６年１２

月８日の大安であｰ･たという。時差の関係でアメリカの方は７日に当たり、
ここ/)方は仏滅である。ただし、ハワイへ行くには日付変流線の東経１８０
変節を越えねばならない。どのように判断すればよいのかよくわからない。

　

人安しｙまりあてにならない。それともこの吉凶は西欧にまでは及ばな。
いので必ろうか。

う
る
で

こ
れ
日

っ
さ
る

や
と
す

し
日
を

ぐ
悪
我

日
大
怪

　

で
で

口
凶
物
゜

　

に
刃
い

赤
事
ら
し

　

ヽ
万
か
ら

６

　

想
た

★六

月

寸

の

限

月

終
～
心

星

は

わ

の

はどの

先勝か

りで打
結果、

日・略して赤口）

が、正午だけは吉という。赤口という字の連
あるといわれ、大工さんなどには特に嫌われ

ようにしてカレンダーに割り振りされるか、
ら始まって以下友引、先負、仏滅、赤口の順で繰り返し、
ら切りとなり、二月は友引から始まって同じ順序で繰り返
同じ月日の六曜星は、年が変わっても変化することがない。

★各月の初日（一日）

　

一片一日は

　

先勝

　

ご.月一目は

　

友引

　

三月一日は

　

先負

　

四月一日は

　

仏滅

　

五月一口は

　

大安

　

六月

　

･目は

　

赤口

★

グ

　

★

の六曜星は次の通りとなります。

　　　　　　　

七月一日は

　

先勝

　　　　　　　

八月一月は

　

友引

　　　　　　　

九月-･口は

　

先負

　　　　　　　

十月一日は

　

仏滅

　　　　　　

十一一･月一日は

　

大安

　　　　　　

十二月一日は

　

赤口

　

カレンダー－の作成、

似年２月１口付で総月1府より発行される官報のｊ資料欄」に翌年の暦の

認部分が･‘ＯＯ年酉要項。として記載されるI。これにもとずいてカレン

　

昭ご人は、カレンダーを作ります。

　

力

いt

！
・
↑

j･

ング

、碗海

ぺ:.Iりわ

．川一>.

作I!か11基礎資料となるもの、

暦、キリストの聖書、仏敦、国民の祝日に閲する法律等膨
・ろ 入文学については未知のものがたくさんある。
からし一つ一つ解明されていくことと思いまｊ

　　

（終わり・８り号に続く）

　　　

K. H

こ机からもｰ-つ一つ解明さ七｡ていくことと思います。
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クロスワードバＸルの当確者

山田

　

幸男

小熊

　

裕子

酒井

　

健一

久保

　

和子

砂原

　

良子

木川八jR子

対馬笑喜子

伊逆千代子

本閥

　

孝司

市立病院

協立病院

林田クリ

μ

　

μ

μ

　

が

/7

//

4 }＼りの

クロスワードパズルの解答

「カワイイアクマ」

V
。
　
≪
：

ｊ

□)･

会！1l<7:>吏ﾇ'j IwJ

ｏ

　

新会Ｕ

!芦坂

　

要・林田クリ・６３年６月より

○

　

変更事項

匈:lら-tir

月工２日は釧路地方腎友会の

糸忿･会の日です。用事がなく、体調

の良い方は全員参加しましょう。今年

一年間の節目です。皆なが集って顔を

合わせるのもいいものです。各病院の

幹事さんに６月８日までに参加の

有無を申し込んでください。

(弁当の用意がありますので遅れずに)

女

　

通院交通費の支萄について

ト
ｙ

６２年度後期の通院交通費の支給が総会と

同じ日に行なわれます。

　

既にお知らせしているように本人が来られ

　

ない時には。簡単な理由を書いた紙と印鑑

　

を

　

各病院の幹事さんに頼みましょう。

★この日に取りに来ないと、もらえなくなり

　

ますので、気をつけま｡しょう。

U、.~-やｰ-／
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